ロストボール、誤球、コースの障害物についての扱いに付いて


２０１４年４月会は前夜の雨でコースが柔らかく、シバシバボールが埋まって見つからないケースが見受けられました。通常ですとこれは探し てから５分以内に見つからない場合は元の場所に戻り１打罰でプレー続行となります。育友会の場合は元の場所に戻る時間を節約するために前進２罰打です。た だし、昨日のような異常なグランドの場合は、落ちた場所が明らかにその場所であると見えていますので無罰での救済処置がとれると判断します。
昨日のイーストコースには他のホールからの打ち込みを防止するネットが至る所にありました。その後ろに打ち込んだ場合の処置について、いろんな解釈の仕方がありますが、育友会としてもう一度ルールを確認させていただきます。
OB杭やOBラインの役割を果たす塀、壁、ネットなどは人工物であっても障害物とは扱われないので、スタンスやスイングの邪魔になるための救済は受 けられません。その他の人工物で動かせるもの：ハザードを示す杭、距離の杭、小さな看板物はそれ自体を動かせるという救済をうけるこが出来る。ただし、動 かせないような人工物：イーストコースにあるネットのような物です。ではスイングやスタンスの邪魔にならない所にドロップ出来ると言う救済は受けられます が、プレーの線上にあるからと言っての救済は受けられません。
誤球についてですが、昨日のようなコンディションの中では良くある事だと思います。ペナルティーは２打罰です。あいにくそれに気付かずずっとプレーし終わったときには正式には失格となるそうですが、育友会では２打罰の処置だけで良いとします。
これらのルールに付いてとても参考となるサイトがありますので覗いて見て下さい。
ゴルフ豆辞典・ゴルフ読書室
http://www.mamejiten.com/golf/diary/R/013.htm
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